
はじめに

中国成都市西華大学外国語学院日本語講師

劉玉茹氏（以下劉講師）が平成 年 月から

年 月までの 年間，山口大学国際セン

ターで受託研究員として教員研修を受けた。

本稿では， 年間の研修について報告すると

同時に，中国の日本語教育を踏まえた日本語

教員研修のあり方について検討する。

．受託研究員

国際センター受入れ受託研究員

平成 年山口大学における受託研究員の受

入れが開始したと同時に，日本語教員の受け

入れも始まった。平成 年から 年の 年間

で， 名が研修を受けている。そのうち 名

は ヶ月間であったが，劉玉茹氏は， 年間

滞在した。この他に貴州大学からの日本語教

員 名が外国人研究者として大学院に入学し，

修士課程を修了している。

平成 年度山口大学受入れ受託研究員

受託研究員のほとんどは理工系に集中して

おり，平成 年度の受託研究員も以下の表

に示すように，理工系教員が 名と圧倒的に

多い。その内 名が西華大学（以下西華大）

工学部教員であった。 ヶ月毎に 名ずつ教

員を派遣する計画に伴い，言語，生活支援の

できる日本語教員 名を派遣することになっ

たようである。工学部教員の研修には言語の

問題が大きく，日本語も英語もできない教員

がほとんどで，研究室でのコミュニケーショ

ンにも困ることが多いため，工学部教員と日

本語教員とを同時に派遣する形をとることと

なったようである。これは，島根大学の受託

研究員も同様の形をとっており，寧夏大学か

ら工学部教員と日本語教員が同時に派遣され，

日本語教員は工学部教員の通訳や生活支援を

行っている。すなわち，日本語教員来日の目
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的のひとつは，工学部教員のサポートである

との認識が日本語教員自身にもあり，自己研

修や研究が主目的ではないケースもある。

以下は，国際課研究者交流係 渡辺早苗係

長の平成 年度受託研究員報告である。

法人化に伴う学内規則見直しの際，受託研

究員受入規則を整備し，海外の機関からの委

託に基づき，研究指導を目的とした現職技術

者及び研究者を受託研究員として受け入れる

ことが可能となった。平成 年度受け入れの

学部別詳細は下記のとおりで，国際協力銀行

の円借款事業のひとつである「中国人材育成

事業」により派遣される中国高等教育機関の

教職員を受け入れている。
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表 国際センター日本語教師・受託研究員受入れリスト（研究者交流係 渡辺早苗係長）

氏 名 期 間 出身大学 学部・指導教員

王 育虹 貴州民族学院 国際センター・渡辺

楊 清玉 遵義医学院 国際センター・今井

胡 啓敏 貴州民族学院 国際センター・杉原

劉 玉茹 西華大学 国際センター・赤木

胡 嘉明 貴州大学 人文学部（外国人研究者）

国際協力銀行（ ）の円借款による人材

育成事業

中国における市場経済化・格差是正に寄与

するために，内陸部の 省・市・自治区にて，

地域活性化・交流，市場ルール強化，環境保

全分野の大学を対象にハード面（校舎・設備

の整備）やソフト面（研修等の実施）への支

援を開始。

・現在は対象地域を拡大

陜西省，甘粛省， 川省，重慶市，雲南省，

湖南省，新彊ウィグル自治区，広西壮族自治

区，貴州省，吉林省，安徽省，河南省，青海

省，寧夏回族自治区，黒龍江省，江西省，湖

北省，山西省，内蒙古自治区，遼寧省，河北

省，海南省

表 平成 年度受託研究員受け入れ人数

受入部局 受入数 派 遣 元 大 学

農学部 江西師範大学

理工学研究科（工） 安徽理工大学、江西師範大学、広西師範大学

医学系研究科（医） 貴陽医学院、安徽大学

技術経営研究科 西華大学、江西師範大学

大学教育機構
（国際センター） 西華大学

受託研究員の研修目的

上記の受託研究員報告（渡辺）によると，

中国人材育成事業では，研修の内容，目的を

以下のように示している。

・研修内容

対象高等教育機関の教員が日本で教育施設

や専門分野の研修を行う。

対象高等教育機関の職員が日本で学校運営

関連の研修を行う。

・目的 高等教育の質の確保，強化

以上のように具体的な内容は示されていな

い。受け入れ機関，受け入れ指導教員に 任

されているのが現状である。これは，受託研

究員が，教員経験年数，研究歴などひとりひ



とり異なっているためと思われる。すでに博

士号を取得している教員もいれば，大学を卒

業したばかりの若い教員もいるなどアカデ

ミックな背景が大きく異なっているため，指

導教員が受託研究員ひとりひとりの経験を考

慮し，指導する必要がある。

劉講師の場合，来日前， 申請書

「

」様式に，以下のように研究

内容，研究計画について記述していた。非常

に簡単な内容であったため，来日後，研究内

容，研究計画について話し合ったが，教員経

験年数も 年と浅く，研究歴もないことから，

最初からテーマを決めて研究することは難し

いとの本人の主張を尊重し，研修を受ける中

で研究テーマを見出していくこことした。ま

た，西華大で担当している日本語初級レベル

の文法指導など授業に直接役立つこと，また

日本語の先行論文，専門書など中国では読む

機会の少ない書籍の読破を希望した。このた

め，日本語力および教師力の向上を目指し，

幅広い活動を通して，研究力を培うことにし

た。また，教師力，研究力の向上と同時に，

日本語力のアップ，日本文化理解を深めるた

め，ゼミ，授業補助，研究補助，学会参加を

通して，なるべく日本語でコミュニケーショ

ンを図ることを目指した。添付資料に示した

ように学内，地域で行われる交流事業への積

極的な参加を勧め，新留学生オリエンテー

ション，日本語スピーチコンテストなど多く

の国際センター行事に参加し，補助活動を行

う過程で，コミュニケーション能力を培った。

来日前記入の 様式から

．

，日本語の学習策略の研究

語彙の学習策略，文法の学習策略，ヒヤ

リングの策略，閲読の能力のトレーニング

，日本語の教え方の研究

，第 言語の学習過程の研究

．

年 月 年 月

外国語の教え方，心理学，言語学，教育学に

ついての書籍を読む。

年 月 年 月

日本語の教え方と学び策略について論文を書

く。

年 月 年 月

第 言語の学び方についての書籍を読む。

年 月 年 月

第 言語の学び方についての論文を書く。

教員研修

研修プログラム

言語教育は， 年代後半以降，第 言語

習得論や心理学分析などに裏づけされたコ

ミュニカティブ・アプローチによって劇的な

変化を遂げ，変革的な言語教育が世界中に流

布すると伴に，教員再研修が広く行われるよ

うになった。通常，教員研修では， 技能の

養成をはじめとする学習者中心の授業などコ

ミュニカティブ・アプローチの指導法につい

ての研修が行なわれる。

中国でも，改革開放が進められた 年代以

降，大学入試制度が導入され，経済特区の制

定などによって経済発展が急速に進められる

こととなり，英語教育が重視されるに伴い，

英語教員研修が，英語圏の大学やボランティ

ア組織などから派遣される講師らによって幅

広く行われるようになった。 方，日本語教

育では，国際交流基金による教員研修が中国，

日本で行われているが，英語教育とは異なり，

小中高の日本語教育が主流ではないことから，
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地方での教員研修会などはほとんど行われて

いない。このような状況において多くの日本

語教師は，最新の日本語教育法の情報や知識

に触れる機会がほとんどないといっても過言

ではない。したがって，日本語教師に対する

教員再研修は，日本語を効果的に指導し，日

本文化理解を深める上において重要であると

考える。

国際交流基金が行っている日本語指導者養

成プログラム修士コースでは，以下のような

科目が設定されており，これらの科目の中か

ら選択し，受講する。

言語領域：日本語表現法演習，日本語学 ・

，言語学概論，社会言語学，対照言語学，

認知言語学・心理言語学

言語教育領域：日本語教育概論，日本語教授

法 ・ ，第 言語習得研究，言語教育法，

教師教育論，日本語教育演習 ・ ，日本

語教育実習，日本語教育特定課題論文

社会・文化・地域領域：日本の歴史と文化，

現代日本の社会と教育，言語教育政策，日

本文化教育研究

劉講師は， 年間の教員研修であったため，

教授法，文法，文化，日本語の 分野に焦点

を置いて研修することにし，言語，言語教育，

社会・文化・地域領域の各領域から最重要科

目について毎週ゼミ形式で指導を行った。指

導内容は以下に示した。

さらに，日本語，日本文化学習として，学

内，地域で実施されている日本文化体験プロ

グラム（書道，華道，茶道）を受講し，ホー

ムステイでは，日本の日常生活ついて体験し

た。また，地域の国際交流プログラムに参加

し，多くの日本人と交流し，日本人，日本文

化に対する理解を深めた。
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表 指導科目概要

言語領域

科 目 名 授 業 概 要

日本語表現 ・国際センター日本語授業の履修
・日本語上級授業を受講し，リーディング，ライティング練習を
行い，感想文，レポート，論文を読んだり，書いたりする力を
培う。

・ゼミにおいてのレポート作成，発表，ディスカッションを通し
て表現力，コミュニケーション能力を伸ばす。

日本語学 ・日本語の特徴的な側面（音韻，文字，語彙，語法）について取
り上げる。

・日本語初級授業の補助を通して，文法指導法について学ぶ。
・研究室訪問を行い，日本語学について学ぶ。

言語教育領域

日本語教授法 ・言語教授法，アプローチを対照比較させ，「学ぶ」という視点
から「指導」について考える。

・言語習得理論について学び，母語干渉などによる学習上の困難
点について検討し，第 言語学習への方策を検討する。

・発音指導，文法指導，コミュニケーション運用能力養成に関す
る具体的な方策を検討する。



言語教授法

日本語教授法の中で，先ず言語教授法を取

り上げ，コミュニカティブ・アプローチ以後

生み出された多くのアプローチの特徴的な側

面を比較対照することによって言語はいかに

学ばれるかについて考え，学習上有効なテク

ニック，ストラテジーなどについて学んだ。

主として取り扱った内容を以下の表に示した。
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・社会言語学の領域「待遇表現」「言語行動様式」など日本語で
のコミュニケーションの特徴的な点を取り上げる。

・ユネスコ言語教育委員会「リンガパックス」の提唱する「平和
と理解に寄与する言語教育」について考える。

日本語教育演習 ・日本語初級授業を見学し，「学び」の観点から授業分析を行い，
レポート作成を行い，ゼミで話し合う。

・授業実習を行う。他の教員らに授業を見学してもらい，意見を
聞き，指導力を高める。

論文指導 ・毎回「学び」の視点から課題を決め，授業見学を行い，レポー
ト作成を行う。

・論文テーマを設定し，作成する。
・学会出席，他大学受託研究員交流を行い，研究方法についての
知識を深める。

社会・文化・地域領域

日本の歴史と文化 ・日本事情の授業を受講し，日本文化について理解を深め，文化
の背景を知り，文化を相対的に見る力を培う。

日本文化体験プログラム ・国際センターで実施している書道，華道，茶道を受講し，体験
を通して文化理解を深める。

・ホームステイを体験し，日本人の日常生活に触れ，日本への理
解を深める。

・地域で行われる「りんご狩り」，交流会などに参加し，日本人
との交流を深める。

表 言語教授法概要

題 内 容

学習の観点 ・「学ぶ」ことは，いかにして起こるのか。
・言語習得，第 言語習得理論

言語教育の変遷 ・構造言語学，翻訳法からコミュニカティブ・アプ
ローチへ

言語理論 構造的，機能的，相互交流の観点とは

言語学習理論 活発な学習に必要な条件

コミュニカティブ・アプローチ
（ ）の言語理論

・コミュニケーション運用能力の養成，コミュニ
ケーションと文化は結びついているなどについて。

・文法指導の観点

オーディオ・リンガル教授法と ・言語学習，教授法，コミュニケーションなどにつ
いての比較対照



日本語教育演習

）日本語授業見学

日本語教育演習として，日本語初級授業に

参加し，教師の補助を行い，具体的な指導法

について学んだ。劉講師は，西華大において

日本語専門と非専門の両方の学生に精読と文

法の授業を行っている。精読は，日本語カリ

キュラムの中では中心的な科目で，初級レベ

ルから上級レベルまであるが，劉講師は 年

生の初級レベルを担当している。このため，

初級文法の効果的な導入，指導法に特化し学

ぶこととした。後期，授業実践を行った。

国際センター初級授業（赤木担当）では，

日本語教科書「みんなの日本語 ・ 」（ス

リーエーネットワーク）を使用し，副教材と

して翻訳文法解説，ビデオ，絵教材などの周

辺副教材を用いた。また，文法導入，グルー

プ，ペア練習のための活動は以下の活動集を

利用した。

）「絵で導入 絵で練習」（足立章子ほか，

凡人社， ）

）「日本語コミュニケーションゲーム 」

（ の会編， ，

）

）「初級日本語ドリルとしてのゲーム教

材 」（栗山昌子ほか，アルク， ）

留学生の国は，中国，モンゴル，ベトナム，

バングラデッシュ，アメリカ，カナダなど複

数の国に及ぶため，共通言語を用いての文法

解説はほとんど行わず，文法導入は絵教材や

レアリアなどを利用し，意味を取らせる直説

法を用いることが多い。さらに，学習者中心

の授業を展開し，グループ，ペアワークを通

して学習者が 分オーラル練習のできる機会

を作る。ペアワークの間，教師は，導入項目

が理解できているかどうかを確認し，理解へ

の手助けを個別に行う。オーラルな練習を通

してコミュニケーション運用能力を培う機会

を多く作る。導入項目の意味が理解できない

場合や文法解説を求める学生がいるときは，

学生が理解できるように英語や中国語など

母語と比較対照させ理解を促す。また学生

が混乱してしまっている場合には，英語を

使って解説をすることもある。講義形式

（ ）で文法解説をすることは，コ

ミュニカティブ・アプローチ以前の教授法で

よく使われていた指導法である。しかし，コ

ミュニカティブ・アプローチでは，談話など

の文脈の中で意味を理解していくという演繹

的な手法が持ちられる。したがって，学習者

が間違った理解をし，混乱した場合も，教師

は，学習者が理解できるように導いていかな

ければならない。

このような指導法について，劉講師は，言

語教授法で理論的に学び，授業で実践的な指

導法を体験したが，当然，中国国内の日本語
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各アプローチの学習理論，言語理
論

・ 「動き」
・ 「観察」「インプット」
・カウンセル・ラーニング 「不安・恐怖心の除去」
・サジェストペディア 無意識，非理性的な力の利
用

・サイレントウエイ 「発見」「誤りの訂正」「記憶
と定着」

インダクティブ・ディダクティブ ・講義形式，演繹的指導法

ストラテジー ・リーディング・ストラテジー・ライティング・ス
トラテジー

体験学習サイクル インプット，体験，内在化



教育は，外国語としての日本語教育であり，

第 言語として日本語を学ぶ留学生の日本語

教育とは，時間数，学習環境，動機など多く

の点で異なる。したがって，中国の日本語教

育にすべてを応用することは不可能であるが，

基本的な指導テクニックを応用し，授業を行

うことは可能で，教師自身が，学習者のニー

ズ，学習環境などを考慮した上で，学習者の

ために最も適切なアプローチを作っていかな

ければならない。どのようなアプローチが学

習に役立つかを常に実験的に試し，効果的な

方法を見つけていくことが教師の役目である。

指導要領，試験制度など制約の多い中で授業

を強いられている教師にとって新たな指導法

を試していくことは，チャレンジではあるが，

学習効果という大局的な観点に根ざし，実践

していくことが必要である。

研修後，大学に戻った劉講師が研修成果を

授業にどのように生かしているかについて，

西華大を再訪問し，授業見学を行うなどし，

分析する予定である。

）授業実習

劉講師自身が授業実践を行った。授業計画

を作成し，授業を行ない，授業終了後は，授

業分析を行った。授業は，絵教材，レアリア

などを利用して，文法導入を行い，文法解説

は最小限に抑えられていた。また，ペアでの

オーラル練習などはよく準備されており，学

習者間のコミュニケーションも活発に行われ

た。

西華大の日本語教育では，教科書の翻訳，

文法解説が中心的な指導法となっている。新

任教師は先輩教師の指導によって，指導の方

法を学ぶが，自立後も先輩教師が授業見学な

どを行ない，指導の標準化を図っている。教

科書の本文を翻訳し，意味の解説などを行う

翻訳法，構造文法からの文法指導法がとられ

ている。劉講師自身も大学で日本語を専攻し

たが，このような方法で日本語を学習してき

た。このため，授業で取り上げた文法項目

「あげる・もらう・くれる」は，「授受」，

「 してあげる」は，「恩恵」など劉講師自

身が文法用語で理解しようとしていることか

ら，授業でもこれらの文法用語を使用してい

た。このような文法用語による解説だけでは，

学習者の理解には繋がらず，機能的，場面的

な文脈の中で，具体的な用法を練習すること

が学習にとって有効であることを認識するよ

うに促していった。

翻訳法も人的交流が進む以前は，ビジネス，

交流では翻訳作業が主流であったため，文面

を正確に訳す必要があり，有効な時代があっ

た。しかし，人物交流やインターネットでの

コミュニケーションが盛んになった今日では，

コミュニケーション能力が必要となり，言語

指導法が大きく変化を遂げてきた。このよう

な時代のニーズに応じて，大学でもビジネス

日本語が取り入れられつつあるが，教師不足

などから，西華大では実施されていない。

方，中国の学生の言語スキル養成に対す

るニーズは高く，コミュニケーション能力を

高める授業を望んでいる。ほとんどの大学で

は，日本人教師 名を採用し，「みんなの日

本語」を使い， 年生を対象に，言語スキル

の養成を行っているが， 分ではない。こう

いった学生のニーズを反映し，会話の授業や

スピーカーズ・コーナーなどオーラル練習の

できる機会が学内にある。また，英語専攻の

学生や他の学部の学生が日本語を学習してい

るが，翻訳法で指導しているため，教養的な

日本語にとどまっている。研修期間中の成果

を活かし，適切な指導法や教材を用いること

によって，非専攻学生の日本語教育も改善さ

れるものと期待する。

教師の役割

世界の言語教育の動向としてユネスコ言語

教育委員会「リンガパックス」について紹介

平成 年度受託研究員報告



し，言語教師の役割について考えた。ユネス

コ言語教育委員会「リンガパックス」とは，

「言語教育こそが世界の平和と国際理解に最

も寄与することのできる授業であることを教

師は認識するべきである」と提唱している。

授業では「人々の日常生活」を指導し，学習

者の交流，文化交流を進め，教材作成を行う

ことが重要であると述べている。

年代までの中国では，「教職は聖職であ

るという」考え方があった日本の教師のよう

に，教師が尊敬される対象ではなかった。む

しろ，地位の低い職業とみなされていた。そ

の後，大学入試の導入，経済発展の潮流に

乗って，教育を重視する社会の変化に伴い，

教師の地位も上がってきた。しかし，教師自

身の意識も同時に上がってきたといえるかど

うか疑問である。

言語教師にとっては，言語の指導は大きな

任務であるが，その深層には，言語を学ぶこ

とによって，学習者が文化理解を深め，文化

間の連帯意識を培うということを認識してお

くことが重要である。教師の「信念」は，

個々に異なるものであるが，その信念にはリ

ンガパックスの理念などが反映されることが

望ましいと考える。

論文研究

西華大では教員の研究力の向上を目指し，

毎年，論文発表を奨励しているため，劉講師

にとっても，論文作成が課題となっている。

しかし，論文作成のための素材を見出すこと

が困難な状況にあったことから，現状分析を

行うこととした。問題点を洗い出し，その問

題点を分析することによって，学習者のニー

ズなどが見えてくる。先ず，西華大学の日本

語教育について調査・分析することにした。

その成果は， 年度大学教育機構紀要「大

学教育」に「西華大学日本語教育事情報告」

として発表した。日本語での執筆は負担が大

きいため，授業報告などのレポート作成から

始め，日本語でのライティング，論文作成に

ついて学んだ。

また，中国語での論文「日本語学習者の自

主的な学習能力の養成」（江南大学学報 第

期 第 巻）を 年 月発表している。

国際センターでは，コンピュータによる日

本語能力テストを開発しているが，文字語彙

問題アイテム作成に協力し，アイテムライ

ターが作成した問題の中に中国語の語彙と同

じものが含まれていないかどうか，劉講師が

チェックを行った。西華大でのパイロットテ

ストへの協力，コーパス学会への参加を通し

て研究協力を行っている。

中国の大学視察

西華大学

平成 年 月，西華大学尹徳謨外国語学院

長を表敬訪問し，意見交換を行い，日本語教

員との懇談会に出席した。また，学院施設を

視察し，日本語専攻の授業参観および授業を

行った。

外国語学院には，メディア教室が設置され

ており，日本語，英語専攻の学生は，メディ

ア教室で授業を受けている。メディア教室の

机にはモニターが設置され，ブース形式に

なっている。中国の大学でのコンピュータ，

インターネット環境は未整備だが，言語学習

用 教室が普及している。見学した授業で

は視聴覚教材は利用しておらず，教科書をモ

ニターに映し出しているのみであった。現在，

日本語教育では， などの視聴覚教材は

豊富にあるというわけではないが，既存の教

材を活用するだけでもメディア教室を有効利

用できるのではないかと感じた。会話，文化

指導の点からも視聴覚教材は有効であること

から，今後，中国人学習者向けデジタル化教

材の研究開発が急務であると考える。

また現在，外国語学院では，英語学科に続

大学教育 第 号（ ）
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いて，日本語学科大学院の設置を目指してお

り，教員の研究力を上げるための協力を尹学

院長から要請された。日本留学のための日本

語教育の実施に向け，中国人学習者向け教科

書，教材作成など日中共同で研究開発を進め

ていく必要があり，継続して連携を図り，日

本語教育支援を行っていく必要があると考え

る。

中国の協定校視察

山口大学の協定校である北京人民大学，北

京師範大学，上海交通大学を劉講師と共に訪

問し，日本語教員らと学術交流を持ち，中国

の大学の日本語教育の最新動向の聞き取り調

査を行ったが，以下のような有意義な情報が

得られた。

北京人民大学は外務省などの政府機関への

人材育成を担っており，現在は大学院教育が

中心となりつつある。非専攻学部生の日本語

受講希望者も多いが，大学院教育に重点を置

いているため，受講者数は制限せざるを得な

いという。日本語教員研修があれば，是非取

り入れたいとのことであった。

北京師範大学は，中国の教育機関の中枢を

担っている。通常，師範大学を卒業し，教師

となる場合が 般的であるが，大学の日本語

学科を卒業して教師となる場合もある。大学

の日本語学科が，翻訳や文学専攻であるのに

対し，師範大学では，教育専攻である。

上海交通大学では，「みんなの日本語」（ス

リーエーネットワーク）を用いて，日本人教

師とのチームティーチングを行っている。中

国のほとんどの大学で日本人教員 名を 年

契約で採用し，「みんなの日本語」を使い，

会話を指導しているが，チームティーチング

はほとんど行われていないが，今後，徐々に

他機関にも広まっていくと思われる。世界的

には，小中高で 般的となりつつあるチーム

ティーチングではあるが，中国では大学から

始まっていることは興味深い。チームティー

チングを行うことによって，中国人教員の日

本語スキルアップになり，メリットは大きく，

日本留学経験者が教師となるケースが増えて

いくに従い，チームティーチングも増えてい

くものと考える。上海交通大学では，教科書

も中国国内発行の教科書は用いておらず，日

本で出版された教材を使用しているが，今後，

中国人学習者に特化した教材開発が必要との

認識を強めているという。また，日本語専攻

の学生は，英語学習にも力を注いでおり，日

本語と英語の両方ができる人材の育成を目指

している。それは，中国沿岸の経済特区にお

ける企業のニーズがあり，日本語能力だけで

は就職が難しい状況にあるからという。日本

語，英語専攻の学生が，両方の言語に精通す

ることは，就職率アップ，文化理解など多く

の利点があり，指導法を工夫することで，地

方大学の学生も，上海交通大のようなに両方

の言語のレベルにアップが可能ではないかと

考える。

研修後の研究活動

西華大での授業見学

教員研修では，研修終了後，大学に戻り，

授業を行っている教師を訪問し，現地での授

業を見学し，授業分析などを通してさらに指

導を行うが，筆者は平成 年 月，西華大を

訪問し，劉講師の授業見学を行う予定である。

研修後と研修前とでは異なる点が授業に盛り

込まれているか，それは学習上有効であるか

どうかなど劉講師と話し合い，西華大の学生

にとっての最善の指導法について検討する予

定である。また，現在，劉講師と共同で開発

中のデジタル教材を用いたモデル授業を行う

と同時に日本語教員らを対象とした教員研修

会を行う予定である。

日中共同デジタル教材開発

劉講師と日中共同開発でデジタル日本語教
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材を作成する計画を進めている。西華大のマ

ルチメディア教室で視聴覚教材として利用で

きる教材で，文化への理解が深められる教材

作成を目指している。

西華大では，中国の多くの大学で使用され

ている中国国内発刊の教科書が用いられてい

る。これらの多くの教科書は，表現が古い，

会話がない，文化紹介がほとんどないなどの

問題が指摘されてきたが，現在，これらの問

題を解消すべく，ほとんどの教科書が改訂さ

れてきている。さらに，新たな教科書も出版

されるなど，教科書の選択肢が増えつつある。

方，上海交通大学のように日本で発刊され

た教科書を使う傾向も出始め，教材選択に新

たな動向が生まれつつあると言える。学習時

間数，学習目的などを考慮し，中国の学習者

に特化した教材の開発が急務だが，教材開発

は国家あるいは大学機関レベルのプロジェク

トと捉えられている傾向があり，個々の教員

の研究として捉えられていない。ひとりひと

りの教師が，教材作りをすすめていけば，豊

富な教材が生まれてくるはずであり，個々の

研究者の研究開発が良い刺激となることを期

待する。

現在使用されている教科書は，指導要領（大

綱）が定める語彙表現に添って作成されてい

る。また，指導要領に基づいて作成される試

験（ 級試験）など卒業要件である試験に合

格するためには，それらの教科書に添って授

業を進める必要があると考えられている。た

だ，ほとんどの日本語専攻の学生の場合，日

本語能力試験 級（国際交流基金）を目指し

ており， 級試験以上の日本語能力養成を目

指している。また，非専攻の学生には，決まっ

た試験は課されていない。要は，指導要領か

ら逸脱し，個々に教科書を選択し，授業を行

うという形は中国では 般的ではないという

ことである。これは，日本の文部科学省の指

導要領を考えても容易に理解できる。上海，

北京などで行われているカリキュラム，シラ

バスが踏襲されている以上，教科書も同じも

のが使われるのは当然である。上海交通大学

などの新たな試みが認知されるようになれば，

地方大学にも新たな教科書，シラバスなどが

導入される可能性はあるだろうが，時間がか

かりすぎることが問題で，地方の大学であっ

ても，各大学の学生のニーズに即した教科書

作成を積極的に研究課題として開発していく

必要があり，日本との共同開発が良いきっか

けとなることを願っている。

教員研修における課題

受託研究員などの日本語教員研修は，すで

に第 線で活躍している教師の再教育であり，

新たに教員になる人のための教員養成とは異

なる側面を持っている。教師としての信念を

持ち，教授経験も豊富な教師が心機 転教員

研修において自らの日本語のスキルアップ，

指導法の見直しをする過程において，教師と

しての自己を否定されると感じることもあり，

心理的な葛藤が伴い，革新的な指導法を受け

入れていくことは容易ではない。再教育とし

ての研修では，授業や研究の補助など助手と

しての活動を中心に共同作業を行い，連帯意

識を強め，研究員として敬意を払い，学習の

視点に立った指導法に対しての認識を促して

いく方法が有効である。

おわりに

中国での日本語教育の発展は政治的な動向

に影響を受けてきた。 年代，日中国交回復

後，日本語が大学に導入され， 年代，改革

開放後，経済発展に伴い，日本語学習者が増

えてきた。国際交流基金の調査では， 年代，

日本語教育を行っているところは， 機関し

かなかったが， 年には， 機関，日本

語教師は約 人で，約 万人が学んでいる。

実態はもっと学びたい人がいると思われる。
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しかし，教師不足，教室不足などが原因で学

べない人が多い。北京人民大学の日本語教授

らとの懇談で，「青海省から日本語教師の派

遣要請があったが，行ける人がいない。短期

間でもグループを作って教えに行きたい」と

いう話を聞いた。中国国内に日本語を学び，

日本語学習を通して日本人や日本文化を理解

してくれる人たちがこれだけ多くいることを

日本語教育関係者は再認識し，中国との連携

を深め，教員研修，日本語指導をボランティ

アレベル，研究者レベルで展開していくこと

が急務であると考える。

英語教育では， 年代からすでに多くのボ

ランティア講師や学生が英語圏から各省に派

遣され，教員研修，英語スキルアップを行っ

ている。それは， ， などの団体が

中国とのパイプを築いているからである。中

国は，距離的に近く，教育水準の高い日本に

支援，連携を求め続けている。

今回の劉講師のように，日本で研修を受け

た教員と連携を図り，中国国内での教員研修

を開催し，中国の教員が自律し，独自に研修

を行っていくことができるように支援してい

かなければならない。このような日本語教育

支援は，日本留学を希望する中国人学生が中

国国内で日本語を学習できる機会を増やして

いくことになり，優秀な留学生の獲得にも繋

がると考える。

（国際センター 講師）

表 受託研究員研修日程

月日 行 事 場 所 内容・備考

月 日 来日 山口大学

月 日 手続き
日程調整

国際課

月 日 日 シェフィールド大学大学
院通信課程セミナー

広島 補助
日本語教授との懇談

月 月 日本語教育研究 山口大学 先行論文，日本語教育図
書

月 日 企業見学会 中国通産局

月 日 日本語教室開始 山口国際交流会館 山口県国際交流協会

月 日 プレースメント
テスト

メディア基盤センター
共通教育

国際センター

月 日 日本語授業開始

月 日 りんご狩り 徳佐 山口留学生交流会

月 日 日 新留学生研修会 徳地少年自然の家 国際センター

月 日 大学交流 山口大学 公州大学 山東大学 山口
大学学生交流 通訳ほか

研究室交流 教育学部 吉村研究室ゼミ出席

文化研修 京都・奈良・東京 自主研修

月 日
日

日本文化体験開始書道・
華道

国際センター



【引用 参考文献】

［ ］赤木弥生 「中国の中高等学校における英

語教育」 大学英語教育学会中国 国支部

アジア地区大学英語教育研究会研究報告「ア

月 日本語教師養成講座 宇部福祉会館 日本語クラブ宇部

月 外国人児童の日本語教育
視察

大歳小学校 日本語クラブ山口

月 日 日本語スピーチコンテス
ト

山口県社会福祉会館 山口県国際課
スピーチ指導補助

西華大学訪問団 山口大学 通訳

月 研究補助
受託研究員交流

島根大学 島根大学日本語教育視察
受託研究員（寧夏大学日
本語教員）との交流

留学生懇談会 山口大学 スピーチ指導助手

平成 年
月 月

時帰国 西華大学 日本語教育事情調査研究

月 中国の日本語教育調査研
究

中国協定校
（赤木・劉）

西華大学・北京師範大
学・北京人民大学

文字語彙班会議 国際センター宇部室 文字語彙アイテム中国語
チェック

コーパス報告会 東京
東京大学

コーパス
ロシア人研究員と懇談

月 プレースメント
テスト

メディア基盤センター 国際センター

日本語授業開始 共通教育 国際センター

日本文化体験・茶道 国際センター

月 授業実践 国際センター

論文発表 中国学会誌

月 ホームステイ 山口市

月 送別会 ホストファミリー

送別会 防長苑 国際センター

中国の日本語教育調査研
究

上海交通大学

帰国

月 月 論文作成，指導法の実践，
教材開

プレテスト協力

西華大学 自律研究

平成 年 月 中国の日本語教育研究調
査

西華大学（赤木）
山口大学

デジタル教材作成，調査
研究

来山予定

大学教育 第 号（ ）

ジアの英語と英語教育」第 集，

［ ］赤木弥生，島幸子 「戦争の文化から平和

の文化 の提唱を英語教育に

導入 」全国語学教育学会山口支部研究紀
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要 第 号，

［ ］王健宣「中国の大学の日本語専攻における

問題」『中国 』 ，

［ ］膨広陸「中国における日本語教育事情」『中

国 』 ，

［ ］川口義 「わかりやすさ」の実態 初級ク

ラスの授業実践における技術的側面

早稲田大学日本語教育研究センター紀要

［ ］佐治圭 ほか「中国における日本語教育の

移り変わり」『中国 』 ，

［ ］宿久高・周異夫「日本語教育の中の文学と

文化─中国における現状と課題」『日本語教

育』 号

［ ］陳俊森「中国の大学日本語教育の現状と改

革の展望」『中国 』 ，

［ ］前田綱紀・押尾和美「中国における日本語

教育」国際交流基金日本語国際センター

［ ］日本語教育指導者養成プログラム 国際交

流基金日本語国際センター

［ ］劉玉茹「中国 川省西華大学日本語教育事

情」大学教育

［ ］

［ ］ スカセーラ オックスフォード「第

言語習得の理論と実践 タペストリーア

プローチ」




